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１．概要（Summary） 
近年、ライフサイエンス研究分野の進展が著しい。通常

の細胞培養実験ではシャーレが用いられ、試薬に対する

細胞集団の挙動が統計的に評価されている。少数の細

胞集団に対して直接試薬を投与し、その細胞の応答を解

析すれば、試薬と細胞の応答反応との相関をより直接的

に明らかにすることが可能になる。さらに、試薬の量も少

量で済むことから、低コスト化にもつながる。本研究では、

細胞培養に用いる微小なシャーレ構造（マイクロウェルデ

バイス）を制作した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置、マスクアライナ装置、Deep 
Reactive Ion Etching 装置 
【実験方法】 

酸化膜付きシリコン基板（SiO2 膜厚: 3 µm, Si 基板

厚さ: 200 µm, 寸法 22 mm角）に対して、フォトリソグラフ

ィーによってマイクロウェル構造のパターニングを行った

（マイクロウェル寸法：100 µm 角、200 µm 角、300 µm
角）。バッファフッ酸を用いて、SiO2 膜をエッチングした後、

深堀エッチングを行って 200 µm のエッチングを行い、底

面 SiO2膜が露出したところでエッチングを終了させた。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
制作したマイクロウェルデバイスの一例をFig. 1に示す。

深堀エッチングを段階的に行うことで、マイクロウェルの底

面として使用されるSiO2 膜を破断させることなく、マイクロ

ウェルデバイスを制作することができた。また、底面の

SiO2 膜の厚さは 3 µm であるため、ウェル内で培養する

細胞の透過像を観察することも可能である。 
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